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最後の冬、最後のストーブパーティー
３月７日～10日、ゆうばり国際ファンタスティック映画祭2019が開催されました。
毎年恒例の「世界で一番、楽しい映画祭」。次回は夏の映画祭となるため、冬季開催は今回で最後で
す。それに伴い、温かい汁物や焼き物をふるまってきたストーブパーティーも今回で最後になります。
ゲストやボランティア、一般参加者は交流を深めながら、だるまストーブを囲んで映画談議に花を咲
かせ、最後のストーブパーティーを楽しみました。
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≪今後の開催予定のイベント≫

※ウォーキングとランニングは、天候によって中止になることがあります。判断がつかない際は、問い
合わせ下さい。

★問合せ先
　ゆうばり文化スポーツセンター
　　　　　　　　　　　☎56－6046
　　地域おこし協力隊　加藤　万佐子

●ノルディックウォーキングクラブ ●気まぐれランニングクラブ
と　き
　４日(木)･11日(木)・18日(木)・25日(木)
　18：15～19：30
参加費
　無料

と　き
　４日(木)･11日(木)・18日(木)・25日(木)
　18：15～19：30
参加費
　無料

●文スポ花壇作りプロジェクト ●お花見ウォーキング
４月上旬～
５月下旬

５月中旬

●紅葉狩りウォーキング ●ポーセラーツ体験会
10月上旬 ５月下旬

●防災キャンプ
年１回
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『ユるっとゆうばりスポーツクラブ』が正式にスタートします。

定期開催スポーツ教室の日程

４月の『ユるっとゆうばりスポーツクラブ』

ところ＝ゆうばり文化スポーツセンターサブアリーナ・およびセンター周辺

約２年間、準備を進めてきました『ユるっとゆうばりスポーツクラブ』が４月より総合型地域スポ
ーツクラブとして正式に活動を開始します。
子どもから高齢者まで、様々なスポーツや文化を愛好する人々が、集い楽しみながら参加でき

るクラブ活動です。今後、市が進める人材バンクとの連携により、更にメニューが増える予定です。
年会費(スポーツ安全保険料込)をお支払いいただき、それぞれの教室やクラブ、イベントに会員

料金で参加できます。
年会費は以下のとおりです。

キッズ(中学生以下) 1,100円

年　会　費 アダルト(15歳～64歳) 2,150円

シニア(65歳以上) 1,500円

●文スポ楽々運動教室 ●ピンポンクラブ
と　き
　４日(木)・18日(木)・25日(木)
　９：30～11：30
参加費
　１回200円

と　き
　３日(水)・10日(水)・17日(水)・24日(水)
　18：30～20：30
参加費
　１回200円

●ボクシングファイトクラブ
と　き
　２日(火)・９日(火)・23日(火)
　18：00～20：00
参加費
　１回200円

ご希望により年度途中から新しい教室が
加わることもあります。
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●地方統一選挙
投票日　知事・道議は４月７日
　　　　市長・市議は４月21日

平成31年４月執行の統一地方選挙から各投票所を閉める時刻が、これまでの選挙の午後８時から１時
間早まり、午後７時までとなりますのでご注意ください。

●北海道知事・道議会議員選挙

投票日　４月７日　午前７時～午後７時
　　　　（入場券記載の投票所）
開票日　４月７日　午後８時15分
　　　　文化スポーツセンター

市役所４階第３会議室　午前８時30分～午後８時
清水沢地区公民館１階　午前９時～午後８時

◆期日前投票（４月６日まで）
投票日に仕事や旅行などで投票所に行けない方は、事前に期日前投票をすることができます。

●夕張市長・市議会議員選挙

投票日　４月21日　午前７時～午後７時
　　　　（入場券記載の投票所）
開票日　４月21日　午後８時15分
　　　　文化スポーツセンター

市役所４階第３会議室　午前８時30分～午後８時
清水沢地区公民館１階　午前９時～午後８時

◆期日前投票（４月15日～20日まで）
投票日に仕事や旅行などで投票所に行けない方は、事前に期日前投票をすることができます。

詳細は黄色の折込「夕張市選挙管理委員会からのお知らせ」をご覧ください。

問合せ先　市選挙管理委員会事務局　☎52－3142
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住宅取得等補助金について

住宅などの除却費用の補助について

問合せ先　市建築住宅係　☎52－3119

夕張市では、子育て世帯への支援、転入や定住促進、空き家の有効活用、
居住環境の向上を目的とした補助金制度をつくり皆さんを応援しています。

既に倒壊している建物や昭和56年５月31日以前に着工され
た建築物が対象となります。
北海道ならではの落雪トラブルなど、重大な事故が起こる前

に除却をご検討下さい。
補助金の限度額は、20万円です。
（工事費用の30％が補助されます。）

地元企業との工事請負契約が必要です！

※補助要件や申請書類などの詳しい内容については、問い合わせください。

個人が所有する建築物などの除却工事に係る費用の
一部を補助します。

※ 申込が予算額を超えた場合には、抽選により決定いたします。
　申込期間が終了後、予算額に満たない場合には、随時申込とし、予算額に達した時点で締切とします。

■申込期間　４月8日（月）～ 年４月26日（金）

■各補助金の概要

（１）新築住宅取得費補助金　（２）中古住宅取得費補助金　（３）リフォーム工事費補助金

制度名

１.補助金の交付をうけてか
ら、５年以上継続して本
市に住まわれる方

２.市税などを滞納していない

１.補助金の交付をうけてか
ら、５年以上継続して本
市に住まわれる方

２.市税などを滞納していない

１.補助金の交付をうけてか
ら、５年以上継続して本
市に住まわれる方

２.市税などを滞納していない
３.所得制限以下であること

１.｢北海道長期優良住宅建
築等計画｣における断熱
性能に適合すること

２.地域要件の範囲内
  （社光～平和、清水沢など）

１.地域要件の範囲内
  （社光～平和、清水沢など）

２.中古住宅の取得額（消費
税を除く）が100万円以上
であること

１.次のリフォーム工事
　・バリアフリー工事
　・省エネ工事
　・耐久性向上工事
２.リフォーム工事費（消費税
を除く）が50万円以上で
あること

１.市民が新築または購入
100万円/戸

２.転入者が新築または購入
150万円/戸

３.子供が１人
40万円/戸 加算

４.子供が２人以上
 80万円/戸 加算

５.市内業者による施工
20万円/戸 加算

１.市民が中古住宅を購入
取得額の25％
限度額が50万円/戸

２.転入者が中古住宅を購入
取得額の30％
限度額が75万円/戸

３.子供がいる
  （人数制限なし）

25万円/戸 加算

１.市内業者によるリフォーム
工事費の20％
限度額が50万円/戸

２.市外業者によるリフォーム
工事費の10％
限度額が30万円/戸

補助対象者

補 助 条 件

補 助 額

新築住宅取得費補助金 中古住宅取得費補助金 リフォーム工事費補助金
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結婚新生活を始めるための費用を助成します！
経済的な理由により結婚に踏み出せない低所得の方を対象に、婚姻に伴う新生活を開始するための

「住宅貸借費用」および「引越費用」を助成します。

平成31年４月１日（月）から平成32年３月31日（火）まで
※申込期間中でも、予算額に達した時点で受付終了とします。

■申込期間

●平成31年１月１日から平成32年３月31日までの間に婚姻届を提出し、受理された世帯。
●夫婦ともに婚姻日における年齢が34歳以下であること。
●８月31日までの申請にあっては平成29年中の、９月１日以降の申請にあっては平成30年中の夫婦
合算の所得が340万円未満の世帯（貸与型奨学金を返済している場合や、申請時において無職の
場合は所得の計算方法に特例がありますので問合せください。）
●夫婦ともに補助対象期間内に貸借した夕張市内の住宅に現に居住し、その居住先が住民基本台帳
として記録されていること。
●生活保護による住宅扶助その他公的制度による家賃補助を受けていないこと。
●夫婦のいずれもが市税や貸借住宅に係る家賃などを滞納していないこと。
●夫婦のいずれもが夕張市暴力団排除条例に規定する暴力団員でないこと。

■対象世帯 次の条件を全て満たす世帯

30万円（補助対象経費が30万円に満たない場合はその実費とし、1,000円未満の端数は切捨て）

■補助上限額

市１階ロビー、市子ども・子育て支援係、南支所、各ふれあいサロン

■書類の配布場所

詳しい情報は、上記配布書類をご覧いただくか、市ホームページをご覧ください。
・市ホームページ＞くらしの情報＞住まい・生活＞結婚新生活支援事業

市子ども・子育て支援係（市役所３階32番窓口）☎52－3168
※受付時間：午前８時45分から午後５時30分まで（土日・祝日を除く）

■その他

■よくある質問

■問合せ先（申請窓口）

・新規の住宅貸借費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料）
・引越費用（引越業者または運送業者へ支払った実費）

■補助対象経費 平成31年１月１日から平成32年３月31日まで（補助対象期間）の
転入または転居に係る次の経費

Ｑ レンタカーを借りて引越した場合や友人に
　　　頼んで引越した場合は対象になりますか？

Ａ 対象とはなりません。
　 引越業者または運送業者による引越を行った
　 場合が対象となります。

Ｑ 再婚の場合も対象となりますか。

Ａ 補助要件を満たしていれば対象となります。
 　ただし、以前の婚姻で既にこの補助金の交
　 付を受けている場合は対象とはなりません。
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

南
空
知
地
区
高
等
学
校
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

　
　
　 

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、１
年
女
子
１
名
が
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
女
子
個
人
戦
に
出
場
し
ま
し

た
。対
戦
相
手
は
岩
見
沢
農
業
高
校
の
生
徒

で
、ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
０
―
２
で
１
回
戦
敗
退

と
い
う
結
果
で
し
た
。日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

も
あ
り
、接
戦
で
し
た
。次
の
試
合
に
向
け

て
、他
の
同
好
会
員
と
と
も
に
練
習
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
餞
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、卒
業
を
迎
え
る
３
年
生
の
為

に
１・２
年
生
が
予
餞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
も
と
全
校
生
徒

で
校
歌
を
斉
唱
し
、そ
の
後
１・２
年
生
に
よ

る
出
し
物
を
行
い
、３
年
生
は
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
た
。他
に
も
３
年
間
の
思
い

出
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
や
、

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
披
露
、生
徒
会
執
行

部
企
画
に
よ
る
全
校
レ
ク
レ
ー
シ
ョン
を
行
い
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
執
行
部
は
新
体
制
に
な
り
初
め
て

の
行
事
で
し
た
が
、夕
張
高
校
生
の
連
帯
感

が
育
め
る
良
い
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

接
遇
マ
ナ
ー
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、５・６
時
間
目
、２
学
年
就
職・

専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
が「
接
遇
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
」の
授
業
を
受
講
し
ま
し
た
。外

部
講
師
と
し
て
Ａ
Ｎ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュー
シ
ョ

ン
の
松
本
裕
子
様
を
招
き
、接
遇
の
大
切
さ

と
マ
ナ
ー
の
重
要
性
や
来
客
へ
の
お
菓
子・お

茶
の
出
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

簡
単
な
自
己
紹
介
、礼
の
仕
方
や
話
し
方

な
ど
、社
会
人
と
し
て
と
て
も
大
切
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。生
徒
は
緊
張

し
な
が
ら
も
、丁
寧
な
所
作・話
し
方
を
意
識

し
な
が
ら
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
卒
業
式
で
の
来
賓
接

待
は
も
ち
ろ
ん
、自
分
の
将
来
に
活
か
し
て
ほ

し
い
で
す
。

ス
キ
ー
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、15
日
、マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ

ー
場
で
、１
年
生
が「
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
発

表
」、２
年
生
は「
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟（
Ｓ
Ａ

Ｌ
）級
別
テ
ス
ト
」を
受
け
ま
し
た
。級
別
テ

ス
ト
で
は
、受
検
し
た
全
て
の
生
徒
が
合
格
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
、達
成
感
の
あ
る
ス
キ
ー

授
業
と
な
り
ま
し
た
。
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参
加
し
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
？

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
！

ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

　
　
　
　 
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　

昨
年
末
か
ら
公
設
塾
キ
セ
キ
ノ
に
て
起
業
家
教
育
事

業
で
あ
る「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」が
行
わ
れ
た
。こ
の
事
業
に
参
加
し
た
生
徒
に
実
際

に
感
じ
た
こ
と
や
、学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
迫
って
い
こ
う
。

　

中
小
企
業
庁
主
催
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
起
業

家
教
育
事
業
で
あ
る
。テ
ー
マ
は
、地
域
の
課
題
を
高
校

生
と
地
域
住
民
が
共
に
探
求
し
、そ
の
解
決
策
と
な
る
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
。さ
ら
に
、

検
討
し
た
プ
ラ
ン
を
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
起
業

家
プ
レ
ゼ
ン
大
会
に
て
発
表
を
し
た
。

　

今
回
は
大
会
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
行
っ
た
宮

岸
由
海
君（
以
下
敬
称
略
）に
話
を
聞
い
た
。

記
者
：
参
加
し
た
理

由
は
？

宮
岸
：
き
っ
か
け
は

友
達
に
誘
わ

れ
た
か
ら
で

す
（
笑
）
自

分
の
住
む
町

の
課
題
に
つ

い
て
な
の
で

興
味
が
出
て

き
ま
し
た
。

記
者
：
実
際
に
考
え

て
み
て
、ど

う
だ
っ
た
？

宮
岸
：
僕
は
女
子
高

起
業
家
プ
レ
ゼ
ン
を
終
え
て

記
者
：
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て
の

感
想
は
？

宮
岸
：
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、正
直
考
え
る
の
が

難
し
い
と
思
う
部
分
も
多
か
っ
た
で
す
け

ど
、一
緒
に
検
討
し
た
大
人
の
方
に
助
け
て

い
た
だ
い
た
の
で
、最
後
ま
で
自
分
の
意
見

を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
、達
成
感
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
同
じ
よ
う
な
機
会
が
あ

っ
た
ら
、積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

記
者
：
起
業
の
印
象
は
変
わ
っ
た
？

宮
岸
：
最
初
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ムっ
て
聞
い
て

と
っつ
き
づ
ら
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
ん
で
す

け
ど
、や
っ
て
い
る
う
ち
に
、自
分
の
意
見

が
生
ま
れ
た
り
、わ
か
ら
な
い
こ
と
も
考

え
る
の
が
面
白
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

記
者
：
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
面
白
い
か
、大
し
た

も
ん
だ
な
ぁ
…

記
者
：
夕
張
で
検
討
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
東
京
で

開
催
さ
れ
た
起
業
家
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

会
で
発
表
し
た
よ
ね
。人
文
字
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
い
つ
考
え
た
の
？

宮
岸
：
東
京
に
着
い
て
か
ら
考
え
ま
し
た（
笑
）

　
　
　

前
日
練
習
の
中
で
、イ
ン
パ
ク
ト
の
残
る
発
表
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
意
見
が
出
た
の
で
、思
い
切

っ
て
や
り
ま
し
た
。会
場
も
盛
り
上
が
っ
て
い
た

し
、自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
、挑
戦
し
て
み
て
よ
か
っ
た
で
す
。

記
者
：
楽
し
む
の
は
大
事
な
こ
と
だ
ね
！
当
日
は
運
営

側
の
手
違
い
で
間
違
っ
た
発
表
資
料
が
投
影

さ
れ
て
大
変
だ
っ
た
よ
ね
。も
う
一
度
発
表
で
き

る
と
決
ま
っ
た
時
は
ど
う
思
っ
て
い
た
の
？

宮
岸
：
資
料
を
間
違
え
ら
れ
た
と
気
付
い
た
と
き
は
正

直
焦
り
ま
し
た（
笑
）練
習
し
て
き
た
も
の
を
全

て
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、2
回
目
で

き
る
か
も
と
聞
い
た
と
き
は
、た
と
え
賞
な
ど
は

貰
え
な
く
て
も
、正
し
い
資
料
を
使
っ
て
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
って
い
ま
し
た
。

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
十
七
号

夕張に多世代交流カフェを提案します！

「
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経

験
し
て
、進
路
選
択
の
視
野
が
広

が
っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
宮
岸

君
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を

吸
収
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
！

生
が
欲
し
い
と
思
う
も
の
に
注
目
し
ま
し
た
。夕

張
で
は
放
課
後
に
集
ま
っ
た
り
、寄
り
道
で
き
る

場
所
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
友
達
と
過
ご
す
時

間
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
だ
と
考
え
ま
し
た
。

記
者
：
な
る
ほ
ど
、地
域
の
課
題
は
発
見
で
き
た
ん
だ

ね
。そ
こ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
作
れ
た
？

宮
岸
：
課
題
か
ら
帰
り
道
な
ど
に
友
達
と
過
ご
せ
て
、

地
域
の
高
齢
者
な
ど
多
く
の
世
代
が
利
用
で
き

る
カ
フ
ェ
を
作
る
と
い
う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
け

ど
、仕
事
に
繋
げ
る
の
が
す
ご
く
難
し
く
て
、同

じ
班
の
大
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

記
者
：
難
し
か
っ
た
と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
の
部
分

な
の
？

宮
岸
：
カ
フ
ェ
運
営
す
る
た
め
の
経
費
や
、開
業
準
備
に

必
要
な
費
用
な
ど
、経
営
に
関
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

今回話を聞いた宮岸君（中央)4日間に
及ぶ検討を地域の大人と共に行った。

大会でプレゼンを行ったのは全国から集
まった10校。その中でも舞台上でパフォ
ーマンスを行うなど工夫したプレゼンを
披露。会場を大いに沸かせていた。
結果は残念ながら受賞とはならなかった
が、オーディエンス部門で4位に選ばれ
るなど、その思いは確かに伝わっていた！

↑本シリーズの記事のバックナンバーは
「夕張高校魅力化プロジェクトポータルサイト」にて掲載中。このQRコードからアクセス！
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※「平成31年度計画」額とは、平成30年度12月計画変更後のもの

区　　分
 1 地 方 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地 方 交 付 税
  普 通 交 付 税
  特 別 交 付 税
 4 国 道 支 出 金
  国 庫 支 出 金
  道 支 出 金
 5 繰 入 金
 6 地 方 債
 7 そ の 他
  地方消費税交付金
  分 担 金 負 担 金
  使 用 料 手 数 料
  財 産 収 入
  諸 収 入 ほ か

合　　計

平成 31年度
885,682
45,458

4,705,661
3,143,444
1,562,217
1,857,678
1,323,500
534,178
774,731
1,192,199
1,434,845
128,628
42,152
509,007
64,137
690,921

10,896,254

平成31年度計画
793,493
57,416

5,174,383
3,612,166
1,562,217
1,800,219
1,221,686
578,533
276,256
882,900
1,300,450
200,183
36,174
526,509
69,461
468,123

10,285,117

増減額
92,189

△ 11,958
△ 468,722
△ 468,722

0
57,459
101,814
△ 44,355
498,475
309,299
134,395
△ 71,555
5,978

△ 17,502
△ 5,324
222,798
611,137

【歳入】 （単位：千円）
区　　分

 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
  普 通 建 設 補 助
  普 通 建 設 単 独
  災 害 復 旧 補 助
  災 害 復 旧 単 独
 6 公 債 費
  起債元利償還金
  再生振替特例債
 7 繰 出 金
 8 そ の 他
  補 助 費 等
  積 立 金
  出資金・貸付金
  予 備 費

合　　計

平成 31年度
1,165,529
967,959
444,742
1,435,610
2,015,431
832,149
1,183,282

0
0

3,411,015
852,566
2,558,449
850,323
605,645
363,501
230,704
1,440
10,000

10,896,254

平成31年度計画
1,142,475
766,123
405,761
1,556,783
1,505,406
641,927
863,479

0
0

3,440,063
881,614
2,558,449
885,832
582,674
339,535
230,259
2,880
10,000

10,285,117

増減額
23,054
201,836
38,981

△ 121,173
510,025
190,222
319,803

0
0

△ 29,048
△ 29,048

0
△ 35,509
22,971
23,966
445

△ 1,440
0

611,137

【歳出】 （単位：千円）

〈平成31年度構成比率〉

<平成31年度予算を家計に例えて見ると…>

■財政再生計画との比較

＜参考＞扶助費予算の推移

区　　分
 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
 6 公 債 費
 7 繰 出 金
 8 補 助 費 等
 9 積 立 金
10 出資金・貸付金
11 予 備 費

合　　計

平成 31年度
1,165,529
967,959
444,742
1,435,610
2,015,431
3,411,015
850,323
363,501
230,704
1,440
10,000

10,896,254

平成 30年度
1,041,139
932,614
418,740
1,471,607
1,309,908
3,400,679
878,900
347,230
440,789
1,440
10,000

10,253,046

増減額
124,390
35,345
26,002

△ 35,997
705,523
10,336

△ 28,577
16,271

△ 210,085
0
0

643,208

（単位：千円）

区　　分
 1 経 常 事 業
 2 臨 時 事 業
 3 特別会計繰出金
 4 人 件 費
 5 債 務負担行為
 6 公 債 費
 7 財調・減債基金積立金    
 8 予 備 費

合　　計

平成 31年度
3,010,264
1,642,688
655,553
1,129,124
906,678
3,411,015
130,932
10,000

10,896,254

平成 30年度
2,991,537
1,638,786
667,153
1,009,936
193,925
3,400,679
341,030
10,000

10,253,046

増減額
18,727
3,902

△ 11,600
119,188
712,753
10,336

△ 210,098
0

643,208

（単位：千円）

※上の表の人件費の一部は、臨時事業に含まれます。

■歳出性質別予算

■歳出所要経費別予算

・「経常事業」「人件費」　→　食費・家賃・光熱水費などの生活費
・「臨時事業」　→　住宅修繕・冠婚葬祭などの臨時費
・「特別会計繰出金」　→　子どもへの仕送り
・「債務負担行為」「公債費」　→　住宅・車などのローン返済
・「基金積立金」「予備費」　→　貯金

　として単純に置換えて表したのが右の円グラフです

＜6億1,113万7千円増額の計画変更について、3月5日の議決を経て3月12日に総務大臣の同意を得ました＞

上記の区分を

人件費
10.7%

物件費
8.9% 維持補修費

4.1%

扶助費
13.2%

建設事業費
18.5%

公債費
31.3%

繰出金
7.8%

補助費等　3.3%
積立金　2.1%

出資金・貸付金
0.0%

予備費　0.1%

生活費
75,900円

臨時費
32,000円

仕送り　12,000円

ローン返済
79,300円

貯金　2,600円

国・地方とも社会保障費の伸びが財政を圧迫しているといわれています。社会保障は、
年金・医療・介護・生活保護など多岐にわたる分野で私たちの生活を支えています。そのよ
うななか、一般会計に占める扶助費予算（生活保護・障害者福祉・児童福祉など）について
表したのが左図です。人口減少と少子高齢化が進むなか、市民1人あたりの扶助費予算額
は増加の傾向にあります。

再生振替特例債
の元利償還の影
響により公債費
の割合が高くな
っています

公債費のうち、約８割が再生
振替特例債の元利償還です

建設事業費のうち約
5割が拠点複合施設
整備によるものです

月　収
20万円

扶助費予算額

市民1人あたり（各年2月末人口で除した額）

百万円 千円

1,451
1,506 1,499

1,472
1,435

154

166 173

177

178

120

140

160

180

200

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
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平成31年度夕張市当初予算
■一般会計予算 108億9,625万4千円

※市民1人あたりの予算額は各年2月末住民基本台帳人口で割ったもの(住民基本台帳法の改正により外国人住民を含む）

■歳入歳出款別予算

区　　分
 1 市 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地方消費税交付金
 4 地 方 交 付 税
 5 分担金負担金
 6 使用料手数料
 7 国 庫 支 出 金
 8 道 支 出 金
 9 財 産 収 入
10 繰 入 金
11 諸 収 入
12 市 債
13 そ の 他

 1 議 会 費
 2 総 務 費
 3 民 生 費
 4 衛 生 費
 5 農 林 業 費
 6 商 工 費
 7 土 木 費
 8 消 防 費
 9 教 育 費
10 公 債 費
11 諸 支 出 金
12 予 備 費

合　　計
自 主 財 源
依 存 財 源

平成 31年度
885,682
45,458
128,628
4,705,661
42,152
509,007
1,323,500
534,178
64,137
774,731
57,230

1,192,199
633,691

10,896,254
2,956,545
7,939,709

平成 30年度
895,866
44,048
152,720
4,770,255
40,277
532,814
1,367,972
534,891
69,699
615,341
58,939
917,109
253,115

10,253,046
2,452,672
7,800,374

増減額
△ 10,184
1,410

△ 24,092
△ 64,594
1,875

△ 23,807
△ 44,472
△ 713
△ 5,562
159,390
△ 1,709
275,090
380,576
643,208
503,873
139,335

【歳入】 （単位：千円）
区　　分

合　　計

平成 31年度
48,653

2,115,886
2,524,281
679,395
154,023
22,495

1,266,259
363,945
298,893
3,411,015

1,409
10,000

10,896,254
6,410,299
4,485,955

平成 30年度
51,655

1,389,564
2,440,642
607,944
167,782
25,020

1,299,107
561,196
298,048
3,400,679

1,409
10,000

10,253,046
6,451,533
3,801,513

増減額
△ 3,002
726,322
83,639
71,451

△ 13,759
△ 2,525
△ 32,848
△ 197,251

845
10,336

0
0

643,208
△ 41,234
684,442

【歳出】 （単位：千円）

平成31年度歳入構成比率

平成31年度当初予算が3月15日定例市議会で議決されました。本予算は、3月12日に総務大臣の同意を得た
財政再生計画に基づき編成しました。その概要についてお知らせします。
○平成31年度予算は、財政再生計画の実質10年目で財政再建計画からは通算実質13年目となります。
○一般会計当初予算規模は、108億9,625万4千円で、前年度比6億4,320万8千円、6.3％の増となりました。
○新規事業の追加については、住民生活の安全安心のため、必要性・緊急性の高い事業を計上しました。

財
源

一 般 財 源
特 定 財 源

財
源

平成31年度歳出構成比率

市税
8.1%

地方譲与税
0.4%

地方消費税交付金
1.2%

地方交付税
43.2%

分担金
負担金 0.4%

使用料
手数料 4.7%

国庫支出金
12.2%

道支出金
4.9%

財産収入
0.6%

繰入金
7.1%

諸収入
0.5%

市債
10.9%

その他
5.8%

地方交付税への依存が高く、市税な
どの自主財源比率は27.1％と他都
市に比べ非常に低くなっています

再生振替特例債の元利償還金の影響により公債費
の割合が高くなっています

議会費
0.4%

総務費
19.5%

民生費
23.2%

衛生費
6.2%

農林業費　1.4%商工費 0.2%

土木費
11.6%

消防費　3.3%

教育費
2.8%

公債費
31.3%

諸支出金
0.0%

予備費
0.1%

11,586
10,183

11,100
10,376 10,253 10,896

1,179
1,077

1,222 1,201 1,233
1,343

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

平成百万円 千円26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

年度別当初予算
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区分・事業名 事業概要 事業費 科目名

③ 新たに実施する事業

夕張支線代替輸送運営費等補助 平成31年3月31日をもって運行を終了するＪＲ夕張支線の
代替輸送を行う運行業者への補助を行うもの。 1,432万2千円 民生費

コンパクトシティ推進事業 今後の都市機能集積地ととらえる南清水沢地区の市道整
備を行うもの。 7,637万円 総務費

ショベルローダー更新 富野じん芥埋立処分施設の老朽化したショベルローダー
を更新するもの。 2,129万1千円 衛生費

清水沢橋架替実施設計 老朽化した橋梁の架け替え事業として実施設計を行うも
の。 7,300万円 土木費

＜参考＞将来負担等の状況
○人口データ

～水道事業会計を除く全会計ベース

問合せ先　市財政課財政係
☎５２－３１２２

ybrzai@city.yubari.lg.jp

平成26年度決算

平成27年度決算

平成28年度決算

平成29年度決算

平成30年度見込

平成31年度見込

697,689

880,886

1,014,703

329,603

0

0

△ 36,668,613

△ 33,344,312

△ 30,824,201

△ 29,142,714

△ 26,589,104

△ 24,289,702

4,604,308

4,586,766

4,599,673

5,898,709

6,561,740

6,019,326

△ 1,480,503

△ 855,063

△ 322,154

△ 1,174,378

△ 1,045,833

△ 132,307

△ 40,490,107

△ 37,956,901

△ 36,116,423

△ 34,196,648

△ 32,105,011

△ 30,176,721

区分 実質収支
（会計の赤字黒字）

市債元金残高
（長期借入金）

債務負担残高
（物品等のローン）

基金残高
（貯金）

合計残高

（単位：千円） （単位：人）

9,830

9,457

▲ 373

9,082

▲ 375

8,641

▲ 441

8,316

▲ 325

8,111

▲ 205

4,544

4,494

4,417

4,315

4,206

4,119

46.2%

47.5%

48.6%

49.9%

50.6%

50.8%

4,683

4,419

4,157

3,852

3,656

3,536

47.7%

46.7%

45.8%

44.6%

44.0%

43.6%

603

544

508

474

454

456

6.1%

5.8%

5.6%

5.5%

5.4%

5.5%

平成26年2月末

平成27年2月末

平成28年2月末

平成29年2月末

平成30年2月末

平成3１年2月末

計合分区 14歳以下 65歳以上15～64歳

人口減少が続く中でも、1人あたりの負担は着実に
減りつつあります。（各年2月末人口で除した額）

南部分団詰所サイレン取替工事

給食調理業務委託

作業用トラクター更新

南部分団詰所に設置されたサイレンが故障したため、取替
工事を行うもの。

直営で行っていた給食調理業務を委託するもの。

平和運動公園配置の老朽化した作業用トラクターを更新
するもの。

499万1千円

1,299万2千円

338万4千円

消防費

教育費

教育費
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平成31年度に実施する主な事業
＜平成28年度に抜本的に見直した財政再生計画に基づき、市民生活や財政再生計画終了後を見据えた地域の再
生の取り組みのために真に必要な事業を計上しました。＞

区分・事業名 事業概要 事業費 科目名

 ① 財政再生計画搭載又は前年度からの継続事業（ハード事業）

拠点複合施設整備 将来的な拠点地区と位置付けている清水沢地区に多機能
な複合型拠点施設を建設するもの。

9億3,983万7千円 総務費

認定こども園整備 ユーパロ幼稚園と保育協会が運営する清陵保育園を統合
し、認定こども園を新設するもの。

1億4,296万3千円 民生費

市立診療所等の移転改築 老朽化した市立診療所等の移転改築事業。平成31年度は
基本設計等を実施するもの。

3,171万7千円 衛生費

市営住宅再編事業 老朽化した市営住宅の建て替えと将来に向けたコンパク
トなまちづくりを推進するための住環境整備を行うもの。

5億8,297万7千円 土木費

清陵浴場改修工事 清陵浴場の老朽化したボイラー更新等の改修工事を行う
もの。

3,942万円 衛生費

② 財政再生計画搭載又は前年度からの継続事業（ソフト事業）

小中高連携事業 小中高で一貫した英語教育を推進するためのオンライン
英会話教育を実施するもの。

695万8千円 教育費

夕張高校魅力化事業 夕張高校魅力化のため、公設塾の設置運営や資格取得支
援、海外短期留学補助等を行うもの。

1,684万円 総務費

若年層・女性向け民間低家
賃住宅の建設促進

若年層や女性のニーズに合った高品質・低家賃の住宅の
建設を促進するため、必要な助成を行うもの。

4,800万円 総務費

住宅取得やリフォームに対
する助成

移住・定住を促進するため、新築住宅・中古住宅取得、住宅
リフォームに対して助成を行うもの。

2,209万円 総務費

農業振興対策連携事業
夕張メロンの生産安定化を図るためのハウス設置及び遊
休農地を活用した加工用メロン栽培のための土壌改良等
への補助、並びに雇用労働力確保に向けた求人サイト掲
載等を行うもの。

1,242万7千円 農林業費

戸籍電算化事業 紙媒体であった戸籍の電算化を行うもの。 1,879万6千円 総務費
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平
成
30
年
度
第
５
次
の
計
画
変
更

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更

（
平
成
30
年
度
第
５
次
及
び
平
成
31
年
度
第
１
次
）

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更〈
平

成
30
年
度
第
５
次
及
び
平
成
31
年
度
第
１
次（
３
月
）〉に
つ
い
て
、総
務
大

臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
の
計
画
変
更

【
一
般
会
計
】

◆
歳　

入  

（
3
2
9
、4
1
8
千
円
） 

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
器
具
庫
災

害
復
旧
事
業
、ゆ
う
ば
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
災
害
復
旧
事
業
、中
学

校
校
舎
修
繕
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る

国
道
支
出
金
の
増

変
更
額　
４
、1
5
7
千
円

　

夕
張
ま
ち
づ
く
り
寄
附
条
例
に
基

づ
く
寄
附
金
収
入
に
つ
い
て
、幸
福
の

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
に
積
み
立
て
る

た
め
、平
成
30
年
度
中
の
見
込
額
を
追

加
変
更
額　

2
5
6
、9
4
5
千
円

　

拠
点
複
合
施
設
整
備
に
対
す
る
寄

附
金（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、当
該
寄
附
金
収

入
を
増
額

変
更
額　
１
、4
0
0
千
円

　

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主

な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

指
定
事
業
へ
の
寄
附
や
用
途
を
指

定
し
た
寄
附
を
事
業
実
施
に
活
用
す

る
た
め
の
財
源
と
し
て
、幸
福
の
黄
色

いハン
カ
チ
基
金
か
ら
の
繰
入
金
の
増

　

現
計
予
算
で
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
基
金
、財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

充
当
し
て
い
た
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
、

国
道
支
出
金
及
び
地
方
債
等
に
よ
り

財
源
振
替
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

繰
入
金
を
減
額

　

変
更
額　
▲
5
0
、0
9
2
千
円

　

拠
点
複
合
施
設
整
備
に
つ
い
て
、寄

附
金
に
よ
り
財
源
振
替
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、地
方
債
を
減
額

　

変
更
額　
▲
１
、4
0
0
千
円

　

不
用
物
品
の
売
却
金
額
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
る
不
用
品
売
払
収
入
の

増

変
更
額　

3
2
4
千
円

　

奨
学
資
金
貸
付
金
に
つ
い
て
、早
期

償
還
に
よ
る
増

変
更
額　

60
千
円

　

消
防
団
員
の
退
職
者
が
当
初
見
込

を
上
回
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基

金
か
ら
の
報
償
金
受
入
金
の
増

　

変
更
額　
２
、8
2
4
千
円

　

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
事
業
に
つ
い

て
、起
債
対
象
事
業
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
過
疎
対
策
事
業
債（
ハ
ー
ド

事
業
分
）の
増変更

額　
２
、0
0
0
千
円

　

非
常
用
発
電
機
整
備
に
対
し
て
見

込
ま
れ
る
地
方
債
収
入
の
増

変
更
額　
７
、0
0
0
千
円

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
被

災
し
た
公
共
施
設
の
災
害
復
旧
に
対

し
て
見
込
ま
れ
る
地
方
債
収
入
の
増

変
更
額　
４
、3
0
0
千
円

　

過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業

分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
等
の
充
当
財

源
と
し
て
発
行
す
る
地
方
債
収
入
の

増
変
更
額　

1
0
1
、9
0
0
千
円

◆
歳　

出  

（
3
2
9
、4
1
8
千
円
） 

　

普
通
退
職
に
伴
い
生
じ
た
退
職
手

当
の
増

変
更
額　

1
2
、3
3
6
千
円

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、過
疎

対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業
分
）の
発

行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、幸
福
の
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら
地
方
債
へ
財

源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

仮
設
交
通
ハ
ブ
施
設
管
理
に
つ
い
て
、

過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業
分
）

の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、幸
福

の
黄
色
いハン
カ
チ
基
金
か
ら
地
方
債
へ

財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
性
質
変
更
の
み
）

　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
及
び
高
松
井
ポ

ン
プ
室
の
電
気
料
に
つ
い
て
、予
算
の
不

足
分
の
経
費
の
増変更

額　

3
4
8
千
円

　

墓
地
葬
斎
苑
及
び
共
同
浴
場
の
燃

料
費
に
つ
い
て
、予
算
の
不
足
分
の
経

費
の
増

変
更
額　
２
、6
6
4
千
円

　

石
炭
博
物
館
管
理
に
つ
い
て
、過
疎

対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業
分
）の
発

行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、一
般
財
源
及

び
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら

地
方
債
へ
財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

不
用
物
品
の
売
却
に
要
し
た
経
費

の
増（
売
払
収
入
を
充
当
）

変
更
額　

1
1
1
千
円

　

空
き
家
対
策
事
業
計
画
策
定
に
つ

い
て
、過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業

分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、一

般
財
源
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振
替
を

行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

住
基
シ
ス
テ
ム
連
携
委
託
事
業
に
つ

い
て
、一部
の
作
業
を
次
年
度
に
行
う
必

要
が
生
じ
た
た
め
、見
合
い
分
の
経
費

の
減

変
更
額　
▲
２
、1
4
9
千
円

　

高
齢
者
住
宅
福
祉
除
雪
事
業
に
つ

い
て
、過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業

分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、一

般
財
源
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振
替
を

行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
、北
海
道

よ
り
補
助
金
決
定
の
通
知
が
あ
っ
た
た

め
、一
般
財
源
か
ら
道
支
出
金
へ
財
源

振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
事
業
に
係
る

橋
梁
点
検
事
業
に
つ
い
て
、橋
梁
補
修

事
業
の
増
額
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、見
合
い
分
の
経
費
を
減
額

変
更
額　
▲
５
、9
0
0
千
円

　

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
事
業
に
係
る

橋
梁
補
修
事
業
に
つ
い
て
、事
業
費
の

増
額
に
よ
る
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金

及
び
地
方
債
を
充
当
）

変
更
額　
５
、9
0
0
千
円

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
に
つ
い
て
、過
疎

対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業
分
）の
発

行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、幸
福
の
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら
地
方
債
へ
財

源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

不
用
公
共
施
設
除
去（
石
炭
の
歴

史
村
公
園
旧
売
店
・
紅
葉
山
公
衆
便

所
）に
つい
て
、過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ

ト
事
業
分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た

た
め
、一
般
財
源
及
び
幸
福
の
黄
色
いハ

ン
カ
チ
基
金
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振
替

を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）
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平
成
31
年
度
第
１
次
の
計
画
変
更

　

本
庁
舎
修
繕
に
つ
い
て
、災
害
復
旧

事
業
債
の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
、一
般
財
源
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振

替
を
行
い
、ま
た
、あ
わ
せ
て
維
持
補

修
費
か
ら
災
害
復
旧
事
業
費
へ
性
質

変
更
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円

（
財
源
振
替
及
び
性
質
変
更
の
み
）

　

老
人
福
祉
会
館
等
修
繕
に
つ
い
て
、

災
害
復
旧
事
業
債
の
発
行
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、一
般
財
源
か
ら
地
方
債
へ

財
源
振
替
を
行
い
、ま
た
、あ
わ
せ
て

維
持
補
修
費
か
ら
災
害
復
旧
事
業
費

へ
性
質
変
更
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円

（
財
源
振
替
及
び
性
質
変
更
の
み
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
選
別
施
設
の

屋
根
が
破
損
し
た
こ
と
か
ら
、修
繕
を

実
施
す
る
経
費
の
増

変
更
額　

4
9
7
千
円

　

市
営
住
宅
修
繕
に
つ
い
て
、災
害
復

旧
事
業
債
の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た

め
、一
般
財
源
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振

替
を
行
い
、ま
た
、あ
わ
せ
て
維
持
補

修
費
か
ら
災
害
復
旧
事
業
費
へ
性
質

変
更
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円

（
財
源
振
替
及
び
性
質
変
更
の
み
）

　

除
雪
委
託
料
に
つ
い
て
、平
年
を
上

回
る
降
雪
量
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、除

雪
を
委
託
す
る
経
費
の
増

変
更
額　

2
3
、5
2
6
千
円

　

中
学
校
校
舎
修
繕
に
つ
い
て
、災
害

復
旧
事
業
債
の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た

た
め
、一般
財
源
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振

替
を
行
い
、ま
た
、あ
わ
せ
て
維
持
補

修
費
か
ら
災
害
復
旧
事
業
費
へ
性
質

変
更
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円

（
財
源
振
替
及
び
性
質
変
更
）

　

中
学
校
校
舎
の
外
壁
が
被
災
し
た

こ
と
か
ら
、災
害
復
旧
す
る
経
費
の
増

（
地
方
債
を
充
当
）

変
更
額　

7
4
4
千
円

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
自
動
火

災
報
知
設
備
が
故
障
し
た
こ
と
か
ら
、

修
繕
す
る
経
費
の
増

変
更
額　

8
6
4
千
円

　

高
校
生
通
学
費
給
付
に
つ
い
て
、過

疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業
分
）の

発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、幸
福
の

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら
地
方
債
へ

財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

拠
点
複
合
施
設
整
備
に
つ
い
て
、企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、地
方
債
か
ら
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
へ
財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

林
業
専
用
道
整
備
に
つ
い
て
、道
支

出
金
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、一
般

財
源
か
ら
道
支
出
金
へ
財
源
振
替
を

行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

災
害
対
策
と
し
て
、市
役
所
本
庁

舎
に
非
常
用
電
源
を
整
備
す
る
た
め

の
経
費
の
増（
地
方
債
を
充
当
）

変
更
額　
７
、0
8
5
千
円

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
器
具
庫

が
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、災
害
復
旧
す

る
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金
及
び
地
方

債
を
充
当
）

変
更
額　

5
6
2
千
円

　

ゆ
う
ば
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
が
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、災
害
復

旧
す
る
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金
及
び

地
方
債
を
充
当
）

変
更
額　
１
、5
1
2
千
円

　

富
野
生
活
館
の
天
井
と
浄
化
槽
が

被
災
し
た
こ
と
か
ら
、災
害
復
旧
す
る

経
費
の
増（
地
方
債
を
充
当
）

変
更
額　

6
7
7
千
円

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
対

す
る
繰
出
金
の
増変更

額　

1
9
5
千
円

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
及

び
介
護
給
付
費
等
の
増
加
に
よ
る
介

護
保
険
事
業
会
計
に
対
す
る
繰
出
金

の
増

変
更
額　
２
、7
4
3
千
円

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
に

よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
に

対
す
る
繰
出
金
の
増変

更
額　

86
千
円

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
に

よ
る
下
水
道
会
計
に
対
す
る
繰
出
金

の
増

変
更
額　

1
1
1
千
円

　

過
去
に
特
定
団
体
へ
の
指
定
寄
附

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、指
定
に
基
づ
き
当

該
団
体
へ
助
成
を
行
う
経
費
の
増

（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」か

ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

変
更
額　
６
、7
1
6
千
円

　

炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
試
掘
調
査
事
業
に

つ
い
て
、過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事

業
分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら
地

方
債
へ
財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業
分
）

の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、一
般
財

源
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振
替
を
行
う

経
費変更

額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

初
期
救
急
確
保
対
策
に
つ
い
て
、過

疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事
業
分
）の

発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、幸
福
の

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら
地
方
債
へ

財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

水
田
遊
休
地
の
有
効
利
用
対
策
事

業
に
つ
い
て
、過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ

ト
事
業
分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た

た
め
、一般
財
源
か
ら
地
方
債
へ
財
源
振

替
を
行
う
経
費

変
更
額　
０
千
円（
財
源
振
替
の
み
）

　

消
防
団
員
の
退
職
者
が
当
初
見
込

を
上
回
る
状
況
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
退

職
報
償
金
の
増（
消
防
団
員
退
職
報

償
金
受
入
金
を
充
当
）

変
更
額　
２
、8
2
4
千
円

　

夕
張
ま
ち
づ
く
り
寄
附
条
例
に
基

づ
く
寄
附
金
収
入
を
幸
福
の
黄
色
いハ

ン
カ
チ
基
金
へ
積
み
立
て
る
経
費
の
増

（
寄
付
金
を
充
当
）

変
更
額　

2
5
6
、9
4
5
千
円

　

奨
学
資
金
貸
付
に
係
る
早
期
償
還

金
を
奨
学
基
金
へ
積
み
立
て
る
経
費
の

増変
更
額　

60
千
円（
償
還
金
を
充
当
）

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
等

給
付
事
業
費
補
助
金
、経
済
対
策
臨

時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助

金
、平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

等
給
付
事
務
費
補
助
金
、経
済
対
策

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
務
費
補
助

金
及
び
地
域
居
住
機
能
再
生
推
進
事

業
費
補
助
金
の
確
定
に
伴
い
発
生
し

た
過
年
度
過
誤
納
還
付
金
の
増

変
更
額　

1
0
、9
6
1
千
円

平
成
31
年
度
の
計
画
変
更

【
一
般
会
計
】

◆
歳　

入  

（
6
1
1
、1
3
7
千
円
） 

　

平
成
30
年
度
決
算
見
込
み
の
状
況

等
に
基
づ
き
算
定
し
た
地
方
税
収
入

の
増

変
更
額　

9
2
、1
8
9
千
円

　

平
成
30
年
度
決
算
見
込
み
の
状
況

や
平
成
31
年
度
地
方
財
政
計
画
を
参

考
に
算
定
し
た
地
方
譲
与
税
収
入
の
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〔単位：千円〕

会 計 名 補正前の予算額 ３月の補正予算額 補 正 後 予 算 額

一 　 般 　 会 　 計 11,502,026 329,418 11,831,444

国民健康保険事業会計 1,410,652 28,481 1,439,133

公共下水道事業会計 255,923 111 256,034

介護保険事業会計 1,705,238 34,545 1,739,783

後期高齢者医療事業会計 237,968 86 238,054

※水道事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額

水 道 事 業 会 計 582,913 ▲3,576 579,337

減

変
更
額　
▲
1
1
、9
5
8
千
円

　

臨
時
財
政
対
策
債
分
を
除
い
た
こ

と
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減

変
更
額　
▲
4
6
8
、7
2
2
千
円

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
や
住

宅
市
街
地
総
合
整
備
促
進
事
業
補
助

金
な
ど
国
庫
支
出
金
収
入
の
増

変
更
額　

1
0
1
、8
1
4
千
円

　

障
害
者
介
護
給
付
費
等
負
担
金
や

道
民
税
徴
収
交
付
金
な
ど
道
支
出
金

収
入
の
減

変
更
額　
▲
4
4
、3
5
5
千
円

「
財
政
調
整
基
金
」、「
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
基
金
」及
び「
石
勝
線
代
替

輸
送
確
保
基
金
」な
ど
の
各
種
基
金

か
ら
の
繰
入
金
の
増

変
更
額　

4
9
8
、4
7
5
千
円

　

臨
時
財
政
対
策
債
及
び
過
疎
対
策

事
業
債（
ハ
ー
ド
分
）な
ど
の
地
方
債
収

入
の
増変

更
額　

3
0
9
、2
9
9
千
円

　

そ
の
他
、ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

寄
附
金
の
増
な
ど

変
更
額　

1
3
4
、3
9
5
千
円

◆
歳　

出  

（
6
1
1
、1
3
7
千
円
）

　

職
員
の
給
与
削
減
緩
和
の
継
続
に

伴
う
給
料
等
の
増
及
び
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
雇
用
な
ど
の
人
件
費
の
増

変
更
額　

2
3
、0
5
4
千
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
送
付
委
託

料
や
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
点
検

委
託
料
な
ど
の
物
件
費
の
増

変
更
額　

2
0
1
、8
3
6
千
円

　

市
営
住
宅
や
市
役
所
本
庁
舎
に
係

る
修
繕
経
費
な
ど
の
維
持
補
修
費
の

増

変
更
額　

3
8
、9
8
1
千
円

　

障
害
者
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
者
扶
助
な
ど
の
扶
助
費
の
減

変
更
額　
▲
1
2
1
、1
7
3
千
円

　

拠
点
複
合
施
設
関
連
工
事
や
橋
梁

関
連
工
事
な
ど
の
建
設
事
業
費
の
増

変
更
額　

5
1
0
、0
2
5
千
円

　

平
成
29
年
度
及
び
平
成
30
年
度
借

り
入
れ
の
地
方
債
の
起
債
利
子
の
減

変
更
額　
▲
2
9
、0
4
8
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金

及
び
公
共
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

な
ど
繰
出
金
の
減

変
更
額　
▲
3
5
、5
0
9
千
円

　

そ
の
他
、夕
張
支
援
代
替
輸
送
運

行
補
助
金
や
高
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
な

ど
補
助
金
の
増
な
ど

変
更
額　

2
2
、9
7
1
千
円

平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
内
容

◆
平
成
30
年
度
予
算
の
補
正
を
行
っ

た
会
計
と
補
正
予
算
額

　

平
成
31
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
た「
夕
張
市
財
政
再
生

計
画
の
変
更
」に
基
づ
き
、一
般
会
計
の

予
算
の
補
正
を
行
う
と
と
も
に
、次
の

５
会
計
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
予
算
の

補
正
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
特
別
会
計
の
主
な
補
正
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
】

　

人
事
院
に
よ
り
、給
料
表
の
引
上
げ

及
び
勤
勉
手
当
0
・
0
5
月
分
引
上

げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、国
の
取

扱
い
に
準
じ
、給
料
表
及
び
勤
勉
手
当

の
相
当
分
を
引
き
上
げ
る
経
費
の
増

　

療
養
給
付
費
等
国
庫
負
担
金
、特

定
健
康
検
診
等
国
庫
負
担
金
及
び
特

定
健
診
査
等
道
費
負
担
金
の
過
年
度

還
付
金
の
増

【
公
共
下
水
道
事
業
会
計
】

　

人
事
院
に
よ
り
、給
料
表
の
引
上
げ

及
び
勤
勉
手
当
0
・
0
5
月
分
引
上

げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、国
の
取

扱
い
に
準
じ
、給
料
表
及
び
勤
勉
手
当

の
相
当
分
を
引
き
上
げ
る
経
費
の
増

【
介
護
保
険
事
業
会
計
】

　

人
事
院
に
よ
り
、給
料
表
の
引
上
げ

及
び
勤
勉
手
当
0
・
0
5
月
分
引
上

げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、国
の
取

扱
い
に
準
じ
、給
料
表
及
び
勤
勉
手
当

の
相
当
分
を
引
き
上
げ
る
経
費
の
増

【
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
】

　

人
事
院
に
よ
り
、給
料
表
の
引
上
げ

及
び
勤
勉
手
当
0
・
0
5
月
分
引
上

げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、国
の
取

扱
い
に
準
じ
、給
料
表
及
び
勤
勉
手
当

の
相
当
分
を
引
き
上
げ
る
経
費
の
増

【
水
道
事
業
会
計
】

　

人
事
院
に
よ
り
、給
料
表
の
引
上
げ

及
び
勤
勉
手
当
0
・
0
5
月
分
引
上

げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、国
の
取

扱
い
に
準
じ
、給
料
表
及
び
勤
勉
手
当

の
相
当
分
を
引
き
上
げ
る
経
費
の
増

　

収
益
的
事
業
と
資
本
的
事
業
の
実

行
見
込
額
に
よ
る
減

問
合
せ
先　

市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

※水道事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」ジアム」ジアアム」ム」
Episode 10

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市役所企画課でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「 新入学おめでとう！いつの時代も変わりませんね。」
夕張市役所所蔵（1970年代）

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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私たちが夕張市地域おこし協力隊です！
地域おこし協力隊は国の制度です。地域外の人材を積極的に受け入れ、隊員の個性を活かした地

域協力活動を行うことで、地域力の維持、強化を図っていくことを目的としています。今年度1年
間、市内に在籍する協力隊全員が、月替わりで活動の様子などを自由な発想でお届け致します。是
非、毎月の楽しみの一つにして頂けますと幸いです。今月は個性豊かな協力隊メンバーを一挙にご
紹介！応援宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (協力隊　工藤)

村上　翠
むら かみ　      みどり

所属：
一言：

教育課（石炭博物館）
高校卒業まで夕張で過ごし、昨
年11月にUターンしてきました！
博物館で市民の皆さんとお会
いできるのを楽しみにしていま
す。

加藤　万佐子
か  とう　      ま   さ   こ

所属：
一言：

教育課（文化スポーツセンター）
ユるっとゆうばりスポーツクラ
ブの運営に携わっています。 多
くの市民の皆様が、気軽にスポ
ーツに取り組めるよう、頑張り
ます。 

西尾　夕佳
にし  お       　ゆ    か

所属：
一言：

教育課（文化スポーツセンター）
主に小学校で学習支援をしてい
ます。よろしくお願いします！

松宮　聡
まつ  みや     　さとる

所属：
一言：

企画課（公設塾夕張学舎キセキノ）
生徒達に一つでも良かったと思
えるものを持ち帰ってもらえれ
ば、そして自分自身が楽しんで
いければと考えています。

安榮　翔太
やす  え　    しょう た

所属：
一言：

教育課(文化スポーツセンター)
座右の銘「人生楽しんだもん
勝ち」で、文スポを拠点に奮闘
中！一緒に文スポでボディメイ
ク(ダイエット笑)しましょう！

牧野　大樹
まき  の　     たい じゅ

所属：
一言：

企画課（公設塾夕張学舎キセキノ）
生涯教育・地域教育・高校教育
の三つを学んできた経験をいか
し、キセキノで高校生たちが新し
い経験と知識と出会えるように
尽力していきたいと思います。

村上　時夫
むら かみ　    とき  お

所属：
一言：

産業振興課（商工観光）
主に夕張の観光イベントを担当
しています。よろしくお願いし
ます。

佐々木　強
さ　さ   き　    つよし

所属：

一言：

企画課（NPO法人　あ・りーさだ
などとも連携して地域活性化）
市内沼ノ沢エリアをベースに楽
しいイベントなどを開催し、学
び、楽しみのある居心地の良い
地域になるように努力します。

工藤　有咲
く　どう   　ゆう   さ

所属：
一言：

産業振興課（商工観光）
愛称『うさ』です。よく笑い、よ
くしゃべるので女子会や呑み
会のちょい足しに是非！夕張を
全力で楽しんで、私らしく市内
外へ発信していきます。
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市
長
の

　
　

職
務
代
理
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

住
民
票・戸
籍
の
請
求
届
出

　

 

に
は
本
人
確
認
が
必
要

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　

お
得
な
割
引

　

市
長
が
平
成
31
年
２
月
28
日
を
も
っ

て
退
職
し
た
た
め
、平
成
31
年
３
月
１

日
か
ら
後
任
市
長
が
就
任
す
る
ま
で
の

間
、地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
理
事

が
市
長
職
務
代
理
者
と
な
り
ま
す
。

　

市
長
職
務
代
理
者
を
置
く
期
間
、

市
か
ら
発
送
さ
れ
る
文
書
な
ど
の
発

信
者
は「
夕
張
市
長
職
務
代
理
者 
夕

張
市
理
事 

齋
藤
幹
夫
」と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
印
刷
済
み
で
修
正
が
容
易

で
は
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、告
示
で
読

み
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
総
務
係

☎
52
―
3
1
7
0

　

住
民
票
、戸
籍（
謄・抄
本
）な
ど
の
請

求
や
転
出
、転
居
、戸
籍
の
転
籍
な
ど
の

異
動
の
届
け
出
を
す
る
場
合
、窓
口
で

の
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
本
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
】

　

窓
口
に
来
る
方
は
、運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
、写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、身
体

障
害
者
手
帳
、在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
な
い

場
合
は
、健
康
保
険
証
、介
護
保
険
証
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
、年
金
手
帳

な
ど
最
低
２
つ
の
提
示
が
必
要
で
す
。

【
代
理
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
】

　

代
理
人
の
方
に
つ
い
て
は
、委
任
状

な
ど
の
代
理
権
限
の
確
認
を
行
い
ま

す
。併
せ
て
代
理
人
の
方
の
本
人
確
認

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

窓
口
に
来
る
と
き
は
、必
要
書
類
を

確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
に
は
、印

鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
へ

　

転
出
入
の
異
動
の
場
合
、カ
ー
ド
の

継
続
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。転

入
手
続
き
の
と
き
に
暗
証
番
号
を
確

認
の
う
え
、カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

転
居
や
婚
姻
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
、写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
券
面
記
載
事
項

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、転
居
届
や
婚

姻
届
な
ど
の
提
出
に
合
わ
せ
て
、暗
証

番
号
を
確
認
の
う
え
、カ
ー
ド
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。新
た
な
住
所
や
氏
名

な
ど
を
追
記
欄
に
記
載
し
ま
す
。

◆
引
越
し
な
ど
に
伴
い
通
知
カ
ー
ド
の

券
面
記
載
事
項
の
変
更
が
必
要
で
す

　

引
越
し
や
婚
姻
な
ど
で
通
知
カ
ー
ド

の
券
面
記
載
事
項
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
、転
入・転
居
届
や
婚
姻
届
な
ど
の
提

出
に
合
わ
せ
て
、市
市
民
係・南
支
所
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。新
た
な
住
所
や
氏

◆
実
践
英
会
話
教
室
受
講
者
募
集

　

市
民
を
対
象
と
し
た
、初
級
レ
ベ
ル

の
実
践
英
会
話
教
室
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
25
日
〜
７
月
18
日

（
概
ね
毎
週
木
曜
日
／
全
12
回
）

い
ず
れ
も　

午
後
６
時
15
分
〜
午
後

７
時
15
分

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

講　

師　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー・リ
ー（
本

市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

受
講
料　

無
料

定　

員　

15
名

申
込
期
限　

４
月
12
日

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

◆
社
交
ダ
ンス
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ダ
ン
ス
の
体
験
講
座
を
開
催
し
ま

す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。経
験・年
齢・性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。

と　

き　

４
月
12
日・４
月
26
日・５
月

10
日　

５
月
24
日

い
ず
れ
も　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

参
加
料　

１
回
5
0
0
円

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
と
靴

申
込・問
合
せ
先

ダ
ン
ス
の
会　

安
部

☎
59
―
3
4
0
3

◆
石
炭
博
物
館
の
営
業
に
つい
て

開
館
期
間　

４
月
27
日
〜
11
月
４
日

※
11
月
５
日
〜
４
月
上
旬
ま
で
は
冬

季
休
館

※
Ｇ
Ｗ
期
間（
４
月
27
日
〜
５
月
６

日
）は
休
ま
ず
営
業

※
お
盆
期
間
の
８
月
13
日
は
休
ま
ず

営
業

休
館
日　

毎
週
火
曜
日

開
館
時
間　

10
時
〜
17
時

（
入
場
は
30
分
前
ま
で
）

※
10
月
以
降
は
16
時
閉
館

入
館
料　

大
人（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

１
、0
8
0
円

子
供（
小
学
生
）　

6
5
0
円

※
夕
張
市
民
は
当
面
は
無
料

問
合
せ
先　

石
炭
博
物
館

☎
52
―
5
5
0
0

◆
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
開
館
日

お
よ
び
休
館
日
に
つい
て

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中（
４
月
27
日
〜
５
月
６

日
）は
全
て
開
館
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、５
月
の
休
館
日
は
以

下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

５
月
７
日
〜
５
月
10
日
、５
月
13
日

〜
５
月
17
日
、５
月
20
日
、５
月
21
日
、

５
月
27
日

問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

☎
56
―
6
0
4
6

　

４
月
か
ら
の
保
険
料
は
、月
額

1
6
、4
1
0
円
で
す
。国
民
年
金
保

険
料
の
支
払
い
は
、口
座
振
替
や
一定
期

間
ま
と
め
て
納
付（
前
納
）す
る
こ
と

で
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方

は
、引
き
落
と
し
先
の
通
帳
と
印
鑑
を

持
っ
て
、年
金
事
務
所
、金
融
機
関
、市

市
民
係
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
22
―
5
8
0
4

市
市
民
係　
　
　

☎
52
―
3
1
0
4

名
な
ど
を
追
記
欄
に
記
載
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

方　　法 １年度分の保険料 割引額
毎月

（当月末口座振替） 196,320円（16,360円×12回） 600円

毎月
（現金・翌月末口座振替） 196,920円（16,410円×12回） 割引なし

６カ月前納
（口座振替） 194,680円（97,340円×2回） 2,240円

６カ月前納
（現金） 195,320円（97,660円×2回） 1,600円

１年前納
（口座振替） 192,790円 4,130円

１年前納
（現金） 193,420円 3,500円
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電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
を
活
用
し
ま
し
た

水
道
の
使
用
開
始
や

　
　
　
　

中
止
に
つ
い
て

介
護
を
し
な
が
ら
働
く
皆
さ
ん

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
を

　
　
　
　
　
　

活
用
し
ま
し
ょ
う

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

夕
張
市
家
族
介
護
用
品
支
給

　

 

事
業
に
つ
い
て
の
ご
案
内

確
定
申
告
を

　
　
　

忘
れ
て
い
た
と
き

　

在
宅
で
常
時
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護

用
品
が
必
要
な
高
齢
者（
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
特
定
疾
病
に

該
当
す
る
者
を
含
む
。以
下
こ
の
事
業

に
お
い
て
同
様
と
す
る
。）を
介
護
し
て

い
る
同
居
の
家
族
に
対
し
、月
額
６
、

2
5
0
円
ま
で
介
護
用
品
を
購
入
で

き
る
給
付
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
同
居
の

家
族
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、申
請
書

の
内
容
を
審
査
し
、そ
の
支
給
の
決
定

に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。支
給
期
間
中

は
毎
月
１
枚
給
付
券
を
交
付
し
ま

す
。

　

支
給
さ
れ
た
給
付
券
は
市
内
の
指

定
さ
れ
た
薬
局
な
ど
で
介
護
用
品
と

引
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
支
給
対
象（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
）

①
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、要

介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
と
判
定
さ

れ
た
者（
以
下「
要
介
護
高
齢
者
」と
い

う
）を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

　

平
成
30
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
は
、市
内
小
中
学
校
の
電
気

料
や
水
道
料
、暖
房
用
燃
料
に
活
用

し
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

市
企
画
係 

☎
52
―
3
1
4
1

②
要
介
護
高
齢
者
と
支
給
対
象
者
が

本
市
に
住
所
を
有
し
、現
に
居
住
し
て

い
る
こ
と

③
要
介
護
高
齢
者
と
支
給
対
象
者
が

住
民
票
上
同
一
世
帯
、ま
た
は
別
世
帯

で
あ
っ
て
も
事
実
上
同
居
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

④
要
介
護
高
齢
者
と
支
給
対
象
者
の

属
す
る
世
帯
が
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員
が
生
活
保

護
受
給
者
で
な
い
こ
と

申
請
場
所　

市
介
護
保
険
係

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑（
要
介

護
高
齢
者
と
世
帯
員
分
）

申
請
方
法　

申
請
場
所
の
窓
口
に
用

意
し
て
あ
る
申
請
書
に
、必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
下
さ
い
。随
時
受
付

し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係

☎
52
―
3
1
6
4

　

継
続
的
に
介
護
を
行
う
た
め
に
は
、

経
済
的
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。介

護
が
終
了
し
た
後
の
生
活
を
視
野
に

入
れ
て
考
え
て
も
、経
済
的
基
盤
は
重

要
で
す
。

　

介
護
に
直
面
し
て
も
、す
ぐ
に
退
職

す
る
こ
と
な
く
、仕
事
と
介
護
を
両
立

す
る
た
め
の
制
度
を
活
用
し
て
、介
護

を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/se

isakunitsuite/bunya/000011262
2.htm

l

で
は
、介
護
保
険
制
度
や
介
護
休
業
制

度
な
ど
に
つい
て
情
報
提
供
を
行
って
い

ま
す
の
で
、確
認
の
う
え
、会
社
の
人

事
労
務
担
当
者
に
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

◆
育
児・介
護
休
業
法
で
定
め
ら
れ
た

制
度（
抜
粋
）

介
護
休
業　

対
象
家
族
一
人
に
つ
き
３

回
に
分
割
し
て
通
算
93
日
ま
で

介
護
休
暇　

介
護
そ
の
他
の
世
話
の

た
め
年
５
日（
対
象
家
族
が
二
人
以
上

の
場
合
は
10
日
）ま
で
１
日
ま
た
は
半

日
単
位（
所
定
労
働
時
間
の
２
分
の

１
）

介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の
制
限

（
残
業
の
免
除
）

　

要
介
護
状
態
が
終
了
す
る
ま
で
何

度
で
も
取
得
可

　

詳
し
く
は
、北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://jsite.m
hlw
.go.jp/hokkai

do-roudoukyoku/

問
合
せ
先　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環

境・均
等
部
指
導
課

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
7
1
5

◆
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、年

度
内
に
１
回
、加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健

　

引
っ
越
し
な
ど
で
水
道
を
使
用
す
る

と
き
や
中
止
す
る
と
き
は
、住
民
票
の

手
続
き
と
は
別
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

開
始
の
届
出
が
な
い
と
、メ
ー
タ
ー
が

動
い
て
い
た
場
合
に
漏
水
と
判
断
し
て

給
水
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。中
止
の
届
出
が
な
い
と
、使
用
し

て
い
な
く
て
も
料
金
が
か
か
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。中
止
の
際
は
必

ず
水
落
と
し・止
水
栓
止
め
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

水
道
料
金
、下
水
道
使
用
料
の
お

支
払
い
は
、便
利
な「
口
座
振
替
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。口
座
振
替
の
手
続
き

は
、各
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先

お
客
様
セ
ン
タ
ー（
ゆ
う
ば
り
麗
水
株

式
会
社
）　　
　

  

☎
53
―
2
0
1
1 

市
上
下
水
道
庶
務
係☎

52
―
3
1
5
2

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、で
き
る
だ
け
早
く
岩
見
沢
税
務

署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。必
要
な
確

定
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、税
務

署
長
が
所
得
金
額
や
税
額
を
決
定
し

ま
す
。

　

税
務
署
長
が
決
定
を
行
う
場
合
や

提
出
期
限
に
遅
れ
て
申
告
し
た
場
合

な
ど
は
、新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、法
定
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
延
滞
税
を

併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
8
1
0

（
音
声
案
内
２
）

診
費
用
の一部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

35
歳
か
ら
74
歳
の
被
保
険
者（
本

人
）へ
は
、が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し

た
健
診
項
目
の「
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
」を
、40
歳
か
ら
74
歳
の
被
扶
養

者（
家
族
）へ
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た「
特
定
健
康
診

査
」の
二
つ
の
健
診
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見・

早
期
治
療
の
た
め
に
も
、年
に一度
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
平
成
31
年
保
険
料
率
改
定

　

平
成
31
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
は
1
0・3
1
％

（
プ
ラ
ス
０・0
6
ポ
イ
ン
ト
）、介
護
保

険
率
料
は
１
・
7
3
％（
プ
ラ
ス
０
・

1
6
ポ
イ
ン
ト
）と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部 

☎
0
1
1
―
7
2
6
―
0
3
5
2
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栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談

子ども相談支援センター相談窓口のお知らせ

　いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育
て・しつけなど家庭教育に関する悩みなど相談してください。

●電話相談

●メール相談

●来所相談

（無料、毎日24時間対応）

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

（土日・祝日、年末年始はお休みです。）

▲センターwebページ

※10：00～16：00

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

0120－3882－56

子ども相談支援センター
 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階
　※上記の電話相談で予約してください。

URL: http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf

※センターのwebページに「子ども相談支援センターへの相談事
例」を掲載しています。次のURLからご覧ください。

◆
山
菜
取
り
に
よ
る
事
故
の
防
止

複
数
で
入
山
し
ま
し
ょ
う

　

二
人
以
上
で
声
を
掛
け
あ
い
、お
互

い
の
位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

行
先
、帰
宅
時
間
を
家
族
に
知
ら
せ

ま
し
ょ
う

　
「
自
分
だ
け
の
秘
密
の
場
所
」だ
と
、

迷
っ
た
と
き
に
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。必
ず
行
き
先
地
、帰
宅
時
間

を
家
族
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
の
た
め
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　

迷
っ
た
り
、急
な
悪
天
候
な
ど
の
不

測
の
事
態
に
備
え
、携
帯
電
話
、非
常

食
、熊
よ
け
鈴
、ラ
ジ
オ
、カ
ッ
パ
、防
寒

着
な
ど
の
携
行
品
を
準
備
し
ま
し
ょ

う
。

目
立
つ
服
装
を
し
ま
し
ょ
う

　

迷
っ
た
と
き
、救
助
隊
や
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
か
ら
発
見
し
や
す
い
よ
う
、赤
色
や

黄
色
な
ど
の
目
立
つ
服
装
を
し
ま
し
ょ

う
。

熊
出
没
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

熊
の
出
没
情
報
、警
告
看
板
が
あ
る

場
所
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。熊
の
足
跡
や
フ
ン
を
み
つ

け
た
ら
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

落
ち
着
い
た
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
　

迷
っ
た
と
き
は
、む
や
み
に
歩
き
回

ら
ず
、体
力
が
消
耗
し
な
い
よ
う
、落

ち
着
い
て
捜
索
隊
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

捜
索
隊
が
発
見
し
や
す
い
よ
う
な
視

界
の
開
け
た
場
所
で
待
機
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◆
自
転
車
の
盗
難
被
害
防
止
と
防
犯

登
録
の
推
進

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
と
ツ
ー
ロ
ッ

ク
を

　

例
年
、雪
解
け
を
迎
え
る
と
、自
転

車
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と

も
に
、自
転
車
の
盗
難
被
害
が
増
加
し

ま
す
。

（１）
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら

守
る
た
め
に

　

自
転
車
に
は
、備
付
け
錠
の
ほ
か
、

丈
夫
な
Ｕ
字
型
錠
な
ど
で
ツ
ー
ロ
ッ
ク

を
し
て
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。わ
ず
か
な
時
間

の
駐
輪
や
、自
宅
な
ど
一
見
安
全
と
思

え
る
場
所
で
も
、ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ

と
で
盗
難
被
害
を
防
止
で
き
ま
す
。

（２）
万
が
一
、被
害
に
遭
っ
た
時
の
た
め

に
　

自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ

う
。防
犯
登
録
を
す
る
と
、防
犯
登
録

番
号
や
車
体
番
号
か
ら
持
ち
主
が
わ

か
る
た
め
、万
が
一
盗
難
被
害
に
遭
っ
た

場
合
で
も
、被
害
回
復
の
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

防
犯
登
録
の
手
続
き
は
、自
転
車
の

販
売
店
で
行
っ
て
い
ま
す
。忘
れ
ず
に

登
録
し
ま
し
ょ
う
。

◆
新
入
学・新
入
園
期
の
交
通
事
故
防

止
　

と
び
出
さ
な
い　
いっ
た
ん
と
ま
っ
て

　

み
ぎ
ひ
だ
り

（１）
お
子
さ
ん
へ

　

新
学
期
が
始
ま
り
学
校
や
幼
稚
園

に
初
め
て
通
う
こ
と
に
な
っ
た
お
友
達

が
た
く
さ
ん
歩
い
て
い
ま
す
。

　

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
は
、道
路
を

渡
っ
た
り
歩
道
を
歩
く
と
き
は
、ル
ー

ル
を
守
り
、新
入
生
の
お
手
本
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

　

道
路
を
渡
る
と
き
は
、信
号
が
青
色

に
な
っ
て
も
あ
わ
て
な
い
で
、車
が
止
ま

る
の
を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
始
め
ま
し

ょ
う
。

　

止
ま
っ
て
い
る
車
の
前
や
後
ろ
か
ら

道
路
を
渡
る
こ
と
は
と
て
も
危
険
で

す
の
で
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。道

路
で
は
、遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

（２）
運
転
手
の
皆
さ
ん
へ

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

り
、通
園
か
ば
ん
を
肩
に
か
け
た
子
供

の
姿
が
目
に
つ
く
季
節
に
な
り
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、必

ず
ア
ク
セ
ル
を
ゆ
る
め
、学
校
や
公
園

の
近
く
を
通
る
と
き
は
、特
に
慎
重
な

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

（3）
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

交
通
ル
ー
ル
は
、事
故
を
起
こ
し
た

り
、被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
大
切
な

決
ま
り
で
す
。お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

が
、日
常
生
活
の
中
で
お
手
本
を
示
し

な
が
ら
し
っ
か
り
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、訪
問
販
売

や
架
空
請
求
な
ど
困
っ
た
と
き
に
は
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
と
面
談
で
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。面
談
は
、事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
例

◆
架
空
請
求　

身
に
覚
え
の
な
い
商

品
が
届
い
た
が
、代
金
を
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
か
？

◆
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ　

訪
問
販
売
で
不

必
要
な
も
の
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

解
約
で
き
る
か
？

開
設
時
間　

平
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
窓
口　

夕
張
市
消
費
生
活
相
談

窓
口（
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
56
―
6
0
0
1

う
。

　

保
護
者
の
方
は
、お
子
さ
ん
と
通

学・通
園
路
を
一
緒
に
歩
い
て
、危
険
な

場
所
や
車
の
危
険
な
動
き
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
あ
げ
て
、安
全
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ
先

北
海
道
警
察
栗
山
警
察
署　

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0
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軽
自
動
車
税
の

　
　

減
免
制
度
に
つ
い
て

野
犬
掃
討
の
実
施

公
務
員
採
用
試
験
情
報

合
併
処
理
浄
化
槽
の

　

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　

障
が
い
者
や
障
が
い
者
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど
で
、障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使

用
す
る
場
合
は
、１
人
１
台
に
限
り
軽

自
動
車
税
の
減
免
対
象
と
な
り
ま

す
。

減
免
申
請　

４
月
中
旬
に
市
か
ら
郵

送
す
る
納
税
通
知
書
と
個
人
番
号
カ

ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
）、運
転
免
許
証
・

車
検
証・障
害
者
手
帳（
身
体
障
害・療

育・精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳・戦

傷
病
者
手
帳
を
含
む
。）の
写
し
を
持

参
。郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
、申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、持
参

に
よ
る
申
請
と
同
じ
書
類
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。窓
口
で
の
代
理

申
請
に
は
、委
任
状（
任
意
様
式
）が
必

要
で
す
。

申
請
書　

減
免
を
希
望
す
る
方
は
、

申
請
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、市
賦
課
係
、南
支
所

で
受
け
取
り
、申
請
期
間
中
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

４
月
16
日
〜
４
月
26
日

※
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
な
い

場
合
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
場
所　

市
賦
課
係
ま
た
は
南
支

所※
平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

付
期
限
は
５
月
７
日
で
す
。必
ず
期
限

　

家
庭
の
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
、設
置
費
用
の一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
者

◆
下
水
道
処
理
区
域
以
外
の
地
域
に

専
用
住
宅
ま
た
店
舗
等
併
用
住
宅
を

建
築
し
、合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方

◆
汲
取
り
式
便
所
を
浄
化
槽
に
改
造

す
る
方

次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
販
売
目
的
で
住
宅
を
建
築
す
る
方

◆
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
、賃
貸
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
方　
　

◆
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方

申
込
方
法  

補
助
金
交
付
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額（
限
度
額
）

５
人
槽 

 

35
万
２
千
円

６
〜
７
人
槽 

 

44
万
１
千
円

８
〜
10
人
槽 

 

58
万
８
千
円

11
〜
20
人
槽 

1
0
0
万
２
千
円

21
〜
30
人
槽 

1
5
4
万
５
千
円

31
〜
50
人
槽 

2
1
2
万
９
千
円

51
人
槽
以
上 

2
4
2
万
９
千
円

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0
　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、市
内
全
域

で
野
犬
掃
討
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
犬
や
鎖
か
ら

外
れ
て
う
ろ
つ
い
て
い
る
犬
は
、野
犬
と

し
て
捕
獲
さ
れ
、岩
見
沢
保
健
所
由
仁

支
所
に
抑
留（
薬
殺
）さ
れ
ま
す
の
で
、

放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◆
飼
い
犬
が
逃
げ
出
し
た
り
、い
つ
の

間
に
か
い
な
く
な
り
、行
方
不
明
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、夕
張
警
察
庁
舎
へ
届
け
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
市
環
境
生
活
係
や
岩
見
沢
保
健
所

由
仁
支
所
に
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、す
ぐ
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
首
輪
に
は
必
ず
犬
鑑
札
や
連
絡
先

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
散
歩
中
に
犬
を
放
す
と
、人
を
追
い

か
け
た
り
、人
を
咬
む
な
ど
の
事
故
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
フ
ン
で
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

で
き
ち
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先  

市
環
境
生
活
係　

☎
52
―
3
1
0
8

岩
見
沢
保
健
所
由
仁
支
所

☎
0
1
2
3
―
83
―
2
2
2
1

栗
山
警
察
署
夕
張
警
察
庁
舎

☎
52
―
0
1
1
0

◆
財
務
専
門
官

受
験
資
格

①
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

2
0
2
0
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

（２）
短
大
ま
た
は
高
専
を
を
卒
業
し
た

者
お
よ
び
2
0
2
0
年
３
月
ま
で
に

短
大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

申
込
期
限　

４
月
10
日

申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
申

込
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/ju

ken.htm
l

第
一
次
試
験
日　

６
月
９
日

問
合
せ
先　

財
務
省
北
海
道
財
務
局

人
事
課
人
事
係

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

（
内
線
4
2
5
2
）

◆
労
働
基
準
監
督
官

受
験
資
格

①
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

2
0
2
0
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

（２）
人
事
院
が
（１）
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

第
一
次
試
験
日　

６
月
９
日

問
合
せ
先

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

（
内
線
3
5
1
1
）

○総合職試験（院卒者・大卒程度）
　インターネット申込期間　３月29日～４月8日
○一般職試験（大卒程度）
　インターネット申込期間　４月5日～４月１7日
○一般職試験（高卒者・社会人）
　インターネット申込期間　６月１7日～６月２6日
申込専用アドレス
　http://www.jinji-sihken.go.jp/juken.html
問合せ先
　人事院北海道事務局第二課試験係　☎（011）241－1248
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　

定
期
接
種
の
お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施

春
の
火
災
予
防
運
動

Ｊ
Ｒ
廃
線
に
伴
う
踏
切

撤
去
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

対象者 生年月日
6 5 歳となる方 昭和29年４月２日生～昭和30年４月１日生
7 0歳となる方 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生
7 5歳となる方 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生
8 0歳となる方 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生
8 5歳となる方 昭和９年４月２日生～昭和10年４月１日生
9 0歳となる方 昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生
9 5歳となる方 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生
100歳となる方 大正８年４月２日生～大正９年４月１日生

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
に
つ
い
て
、平
成
31
年
度
は
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者　

　

過
去
に
１
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌

（
23
価
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
、次
の
（１）
の
表
ま

た
は
（２）
に
該
当
す
る
市
民
の
方

※
（１）
の
方
に
は
個
別
に
通
知
を
し
ま

す
。

 

（１）

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
。（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
）

実
施
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
〜

平
成
32
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関　

①
中
條
医
院　

②

南
清
水
沢
診
療
所　

③
簗
詰
医
院　

④
夕
張
市
立
診
療
所　
　
　

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額　

接
種
費
用
の
半
額
。

※
上
限
は
３
、0
0
0
円

（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
費

用
を
全
額
助
成
）

自
己
負
担
額 

●
接
種
費
用
が
６
、0
0
0
円
以
下
の

場
合
は
半
額

●
接
種
費
用
が
６
、0
0
0
円
を
超
え

る
場
合
は
、そ
の
費
用
か
ら
３
、0
0
0

円
を
引
い
た
額

●
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
自
己
負

担
な
し

接
種
回
数　

１
回

そ
の
他

●
必
ず
過
去
の
接
種
歴
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
齢
確
認
の
た
め
、実
施
医
療
機
関

に
健
康
保
健
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。●生

活
保
護
受
給
者
の
方
は
生
活
保

　

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
人
や

家
族
な
ど
に
対
し
て
、精
神
科
医
師
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。精
神
疾

患
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
、精
神
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
よ
う
支
援

し
、解
決
を
図
り
ま
す
。

と
き・と
こ
ろ

◆
岩
見
沢
保
健
所（
岩
見
沢
市
８
条

西
５
丁
目
空
知
総
合
振
興
局
内
）

平
成
31
年

４
月
18
日　

午
後
１
時
〜
３
時

６
月
20
日　

午
後
１
時
〜
３
時

８
月
15
日　

午
後
１
時
〜
３
時

10
月
18
日　

午
後
１
時
〜
３
時

12
月
19
日　

午
後
１
時
〜
３
時

平
成
32
年

２
月
20
日　

午
後
１
時
〜
３
時

内　

容　

精
神
科
医
師
と
の
面
接
相

談※
予
約
制（
前
日
の
正
午
ま
で
）、申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、別
日
で
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

保
健
師
と
の
電
話
や
面
接

で
の
相
談
は
、随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

申
込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2

　

消
防
署
と
消
防
団
で
は
、４
月
20
日

か
ら
30
日
ま
で「
忘
れ
て
な
い
？　

サ

イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」を
統
一

標
語
に
、市
内
各
地
域
で
火
災
予
防
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。火
災
の
発
生

を
防
止
し
、万
一発
生
し
た
場
合
、被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
、火
災
か
ら
尊
い

命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

春
を
迎
え
、こ
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条

件
と
な
り
ま
す
の
で
、一人
ひ
と
り
が
普

段
の
生
活
の
中
で
、防
火
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、火
災
が
発
生
し
な
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、一
部
の
地

域
で
、一
般
住
宅
と
共
同
住
宅
を
対
象

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
防
火　

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト３
つ
の
習
慣

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、石
勝
線
夕
張
支

線
廃
線
に
伴
う
踏
切
の
撤
去
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
、市
内
各
所
の
踏
切

を
順
次
撤
去
し
て
い
き
ま
す
。

　

踏
切
周
辺
の
交
通
規
制
な
ど
、ご
迷

惑
お
か
け
し
ま
す
が
、安
全
対
策
な
ど

十
分
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の

ご
理
解
・ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
旅
客
鉄
道
㈱　

追
分
保
線
所

☎
0
1
4
5
―
25
―
2
4
9
7

護
受
給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
の
（２）
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
外
の
病
院（
施
設
）に
入
院（
入

所
）し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、事
前

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

◇
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

◇
暖
房
器
具
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◇
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使

用
す
る
。

◇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

◇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

（２）
接
種
日
に
お
い
て
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
と
ヒ
ト
免
疫
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行
政
相
談
日
程

「
夕
張
市
ふ
る
さ
と

　

人
材
バ
ン
ク
」の
ご
案
内

〜
学
び
で
つ
な
が
る
人
と
人
〜

夕
張
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）

　
　

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

葬
斎
苑
の
火
葬
場
使
用

　
　
　
　

料
金
に
つ
い
て

夕
張
市
立
診
療
所・

介
護
老
人
保
健
施
設
移
転

　

改
築
事
業
基
本
計
画

　
　
（
素
案
）へ
の
意
見
を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談

を
実
施
し
ま
す
。開
催
日
は
、原
則
と

し
て
第
４
金
曜
日
で
す
が
、祝
日
の
場

合
は
変
更
と
な
り
ま
す
。今
年
か
ら

開
催
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と　

き

平
成
31
年

４
月
26
日
、５
月
24
日
、６
月
21
日
、７

月
26
日
、８
月
23
日
、９
月
27
日
、10
月

25
日
、11
月
22
日
、12
月
27
日

平
成
32
年

１
月
24
日
、２
月
21
日
、３
月
27
日

い
ず
れ
も　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先

行
政
相
談
委
員　

石
井　

誉

☎
52
―
1
7
5
4

　

専
門
的
な
知
識
や
技
能
・
学
習
経

験
な
ど
を
お
持
ち
の
方
に
ご
登
録
い
た

だ
い
て
い
ま
す（
市
Ｈ
Ｐ
）。自
分
の
、そ

し
て
、仲
間
同
士
の
学
び
の
場
に
人
材

バン
ク
を
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

市
で
は
、「
夕
張
市
空
家
等
対
策
計

画
」（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。こ
の
計

画
は
、空
家
な
ど
に
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
る
様
々
な
問
題
に
関
し
て
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
、本
市
の
空
家
等
対
策
の
基
本
的
な

考
え
方
や
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で

　

市
で
は
、「
夕
張
市
立
診
療
所・介
護

老
人
保
健
施
設
移
転
改
築
事
業
基
本

計
画
」の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。こ

の
計
画
は
、夕
張
市
立
診
療
所
と
介
護

老
人
保
健
施
設
夕
張
の
移
転
改
築
に

あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
取
り

ま
と
め
た
計
画
で
す
。市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
こ
の
計
画
素
案
に
対
す
る
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

４
月
12
日
ま
で（
必
着
）

応
募
方
法　

郵
送・フ
ァッ
ク
ス・Ｅ
メ
ー

ル・持
参

素
案
の
閲
覧
場
所

市
保
健
係・南
支
所・市
立
診
療
所・市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

詳
し
く
は
、閲
覧
場
所
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

す
。市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
の
計
画

（
案
）に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
限　

４
月
12
日
ま
で（
必
着
）

応
募
方
法　

郵
送・フ
ァッ
ク
ス・Ｅ
メ
ー

ル・持
参

計
画（
案
）の
閲
覧
場
所

市
建
築
住
宅
係・南
支
所・市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

　

詳
し
く
は
、閲
覧
場
所
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9 

　

葬
斎
苑
の
火
葬
場
使
用
料
金
は
、

平
成
29
年
４
月
に
改
定
し
、大
人
１
体

（
15
歳
以
上
）に
つ
き「
1
0
、0
0
0

円
」か
ら「
1
5
、0
0
0
円
」と
な
っ

て
い
ま
す
。た
だ
し
、平
成
31
年
３
月

ま
で
は
経
過
期
間
と
し
て
旧
料
金
の

ま
ま
で
し
た
が
、４
月
以
降
は
改
定
額

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

● 急　募
①夕張中学校用務員
●募集人数：１名（事前に面接があります）
●業務内容：校舎内外の清掃・営繕作業および草刈・除雪など
●勤務時間：午前７時00分～午後３時45分
●勤 務 先：夕張市南清水沢３丁目　夕張市立夕張中学校
●賃　　金：日給6,480円
●休　　日：土日、祝日および中学校の長期休業期間中
　　　　　（ただし、長期期間中は４日程度勤務あり）
●資　　格：必要なし（普通自動車免許があれば尚可）

②給食調理員
●募集人数：１名（事前に面接があります）　
●業務内容：調理、食器などの洗浄および調理室の清掃など
●勤務時間：午前７時30分～午後４時15分
●勤 務 先：夕張市南清水沢３丁目　夕張市立夕張中学校
●賃　　金：日給6,480円
●休　　日：土日、祝日および小・中学校の長期休業期間中
　　　　　（ただし、長期休業期間中は４日程度勤務あり）
●資　　格：必要なし

◆申込方法　　市教育係に問い合わせください。

問合せ・申込先　市教育係　☎52－3166
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　高齢者や子供たちが入り混じってチームを組み、スポーツを通じ
て交流を深めました。

　長く続いた冬の映画祭は今年で最後です。夏の映画祭にも期待が膨らみます。

３月９日
夕労連世代間交流スポーツ大会

３月７日～10日
夕張国際ファンタスティック映画祭2019
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　入学式では大きかった制服も、今では小さく感じるほど、みんなたくましく成長しました。

３月13日
夕張中学校卒業式

　思い出を胸に新たな一歩を踏み出しました。卒業証書を受け取る堂々とした姿はとても頼もしく見えました。

３月19日
ゆうばり小学校卒業式

広報ゆうばり　2019年4月号25



次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
5
月
号
は
、

4
月
26
日
に
配
布
し
ま
す
。

　

市
役
所
は
４
月
27
日
か
ら
５
月
６

日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
の
受
付
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分　
　
　

☎
52
―
3
1
3
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部（
清
水
沢
宮

　

連
休
期
間
中
の
ご
み
収
集
は
下
の

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま

す
。

縦
覧
期
限　

５
月
31
日（
土・日・祝
日

は
除
く
）

縦
覧
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時
30
分

縦
覧
場
所　

市
賦
課
係（
市
役
所
２

階
　
番
窓
口
）

縦
覧
で
き
る
人　

土
地・家
屋
の
固
定

資
産
税
納
税
者
、ま
た
は
そ
の
代
理
人

縦
覧
に
必
要
な
も
の　

本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
縦
覧
の
場
合
は
、納

税
者
か
ら
の
委
任
状
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

人　口 8,111人(＋45人)
　男 3,758人(－  6人)
　女 4,353人(+51人)

世帯数 4,801世帯(＋53世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

（
10
連
休
）の
戸
籍
届
出
受
付

連
休
期
間
中
の

　
　
　
　
　
ご
み
の
収
集

土
地
価
格・家
屋
価
格
等

　
　
　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

平成31年3月1日　現在

前
町
）　　
　
　

  

☎
53
―
4
1
2
2

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
朝

午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

平
成
25
年
7
月
16
日
生
ま
れ

平
成
29
年
1
月
4
日
生
ま
れ

南清水沢

ゆ
う
　 

き

か
　  

れ
ん

小
野
佳
蓮 

ち
ゃ
ん（
左
）

小
野
結
暉 

ち
ゃ
ん（
右
）

22

一般ごみの収集 資源ごみの収集 埋立処分地月　日

４月29日(月)(祝日)

４月30日（火）(休日)

休みます

火曜日の収集地区

休みます

午前８時30分～
午後４時30分

５月１日（水）(祝日)
水曜日の収集地区
※午前中のみ収集

午前８時までに出してください。
第１水曜日の収集地区 午前８時30分～

午後0時30分

５月２日（木）(休日)

５月３日（金）(祝日)

５月６日（月）
(振替休日)

木曜日の収集地区

休みます

休みます

第１木曜日の収集地区 午前８時30分～
午後４時30分

休みます

休みます

●連休期間中のごみ収集日程
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